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来」の21世紀の視覚文化状況を先取りしていた。バルテュスのアクチュアリティを明確に指摘するこの主
張は、真撃な学問的研究を映像や動画の領域でもすでに多く積み重ね、本学の総合コースでもその分野で
の講師を勤める松野氏ならではの見解として評価したい。
なお、本論文にも限界や未熟な点がないわけではない。たしかに本論文は、研究の方法と範囲を造形面
に限定することで、ある程度明解な結論を導き出すことができた。しかし、その反面、バルテュスの絵画
が技術的に未熟であるという結論をどのように意味付けるかという点では不満が残った。「内面」に踏み
込んでいく危険を意図的に避けたことは、ある意味では賢明であったかもしれない。しかし、そのために
議論がそれ以上の深まりを示しえなかったことは惜しまれる。次に、演劇面からの考察が不足しているこ
とについても指摘をしておかなければならない。バルテュスは演劇における衣装デザインにも関わってお
り、その分野では、必ずしも「技術的貧困」との性格付けはあてはまらない。また、本論文には、造形分
析をもとに、「光源の複数性」が招く構成上の混乱についての主張があるが、演劇の舞台照明を想定すれ
ば、もっと別の結論が得られたかもしれない。さらに言えば、現代のサブカルチャーとの関係についても、
具体的な状況に即して、もう少し詳しい説明と根拠付けが望まれる。
これらは、本論文が現時点で内包する限界であり、その克服は、今後、松野氏が研究者として自立して
いくうえで取り組まなければならない課題となるであろう。しかし、これらの問題点を勘案しても、本論
文は博士論文としての条件を充分に満たしている。本論文審査委員名は、論文の審査ならびに2010年	
月日に実施された論文発表とそれに続く公開審査会での口頭試問の結果により、松野敬文氏が本論文に
よって博士（芸術学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告する。
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